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小田原市地域公共交通小田原市地域公共交通小田原市地域公共交通小田原市地域公共交通総合連携計画素案総合連携計画素案総合連携計画素案総合連携計画素案にににに対対対対するするするする市民意見市民意見市民意見市民意見のののの募集結果募集結果募集結果募集結果についてについてについてについて    

 

１ 意見募集の概要 

政策等の題名 小田原市地域公共交通総合連携計画 

政策等の案の公表の日 平成２５年２月１５日 

意見提出期間 平成２５年２月１５日～平成２５年３月１８日 

市民への周知方法 おだわらいふ２月１５日号、ホームページ掲載、メー

ルマガジン「こらーぼ」配信、募集要項配架（都市政

策課、行政情報センター、支所、連絡所、窓口コーナ

ー、地域センター） 

 

２ 結果の概要 

  提出された意見は、次のとおりです。 

意見数（意見提出者数）     ８件 （    ３人） 

 インターネット      人 

 ファクシミリ      人 

 郵送     １人 

 直接持参     ２人 

 ※市民等以外のものから提出された意見を除きます。 

 

３ 提出意見の内容 

  パブリックコメントで提出された意見の内容とそれに対する市の考え方は、次

のとおりです。 

 

 〈総括表〉 

区分 意見の考慮の結果 件  数 

Ａ 意見を踏まえ、政策等に反映したもの ５ 

Ｂ 意見の趣旨が既に政策等に反映されているもの  

Ｃ 今後の検討のために参考とするもの  

Ｄ その他（質問など） ３ 
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 〈具体的な内容〉 

 (1) 計画の位置づけに関すること 

 意見の内容（要旨） 区分 市の考え方（政策案との差異を含む。） 

１ 生活交通ネットワーク計

画とは何か。 

（P.2,27,28） 

Ａ 意見を踏まえ、P.2 の「計画の位置づ

け」に、神奈川県生活交通ネットワー

ク計画及び小田原市生活交通ネットワ

ーク計画を追加するとともに、P.27,28

に生活交通ネットワーク計画について

の説明を加えます。 

 

 (2) 地域概況に関すること 

 意見の内容（要旨） 区分 市の考え方（政策案との差異を含む。） 

１ 高齢化は今後、更に進ん

でいくのではないか。 

（P.5,11） 

Ａ 意見を踏まえ、平成 37 年には小田原市

の高齢化率が 30%を超えると推計されて

いる旨を記載します。 

 

 (3) 地域公共交通の方向性と目標に関すること 

 意見の内容（要旨） 区分 市の考え方（政策案との差異を含む。） 

１ 基本理念などに環境に対

する配慮を盛り込むべき

ではないか。（P.12） 

Ａ 意見を踏まえ、基本理念に環境に優し

いまちづくりを記載します。 

２ 目標に自家用車からの交

通行動転換を掲げるべき

ではないか。（P.15） 

Ａ 意見を踏まえ、代表的交通手段を自動

車とする割合を低減する旨を記載しま

す。 
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(4) 事業概要及び実施主体に関すること 

 意見の内容（要旨） 区分 市の考え方（政策案との差異を含む。） 

１ 重点事業や最優先事業

が、事業１となるのでは

ないか。（P.17,18） 

Ａ 意見を踏まえ、事業の全体構成につい

て、P.18 に記載します。 

２ 運行本数の「一定程度」

の基準は何か。（P.20） 

Ｄ 主軸路線の運行本数は、P.20 の表のと

おり、１時間当り運行間隔は、おおむ

ね５～20 分間隔で運行されています。 

事業３（P.27～）「ニーズに応じた路

線バスの改善」で記述しているとお

り、時間帯・平休日の別により適した

運行は異なるため、各々に応じた運行

基準を設けていきます。 

３ 「ニーズに応じた運行」

とは何を指すのか。 

（P.20） 

Ｄ 通院、買物、通勤・通学、観光などニ

ーズを見極め、時間帯・平休日の別に

より適した運行を行うという意味で

す。 

４ 橘地域以外の地域の路線

バスの見直しは行わない

のか。（P.27,28） 

Ｄ 現時点において、生活交通ネットワー

ク計画（地域内フィーダー系統）の要

件を満たすのは、橘地域のみです。橘

地域以外の地域については、ルールづ

くり事業の中で、取り組みます。 

 


